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「ユースマナ」 
 

詩篇 27:4 

私は一つのことを主に願った。

私はそれを求めている。私のいの

ちの日の限り、主の家に住むこと

を。主の麗しさを仰ぎ見、その宮

で、思いにふける、そのために。 

2017/5/22(月) 

エステル記 9:1-19 
アダルの月の 13 日、被害者となり、根絶やし

にされるはずだったユダヤ人は、勝利者となり

ました。その日、ユダヤ人はただ被害を免れた

だけの立場で終わらず、自分たちの敵を滅ぼし、

勝利したものとしてその国に残ったのです。そ

してこの出来事を通して神様はご自身の栄光と

主権をこの国に表されました。 

 

今あなたの周りにはどんな困難がありますか？

「しかし、私たちは、私たちを愛してくださっ

た方によって、これらすべてのことの中にあっ

ても、圧倒的な勝利者となるのです」ローマ

9:37 

 

自分の周りの人間関係や仕事(勉強)、生活で、

自分を通して神様の栄光が表されるように求め

て祈っていきましょう。 

2017/5/23(火) 

エステル記 9:20-10:3 
きみは神様を信じている特権を知って

いるかな？？ 

ユダヤ人の存続と救出を感謝して、モル

デカイは解放された安堵と感謝を味わ

った両日を祝日として守り、祝うように

命じたんだよ。悲しみの日を喜びの日

に、変えて下さった神様をユダヤ人がい

つまでも覚えるためだよね。 

モルデカイが神様にどんな時も従い続

け、ユダヤ人の平和と幸福、繁栄に力を

注いだことはペルシャの国にも祝福を

もたらしたよ！！ 

きみが神様を信じ続けるなら、悲しみの

日は喜びの日になって、周りに祝福を与

える人になるんだ！！今ある課題を祈

ろう！！ 

2017/5/24(水) 

詩篇 122 篇 
122 篇は、巡礼したものたちがエルサ

レムに到着し、都の門をくぐり、その中

に立ったことの、感動と感謝の歌であ

る。人々は、たしかにエルサレムに立っ

ているのだ、という喜びでいっぱいとな

った。 

そして、作者はエルサレムが厳然とした

神の都のたたずまいそのものであった

感動と、エルサレムの平和を願い、エル

サレムが神の都として繁栄するように、

エルサレムを愛する人々が祝福される

ように、そして「主の家」の繁栄のため

の祈りを記した。 

私たちも エルサレムの平和のために祈

ろう！ 

2017/5/25(木) 

詩篇 123-124 篇 
神様は味方である！ 

今日の箇所の 113篇は、神様のあわ

れみを求める祈りで、114 篇は、神様

が信じる者の味方である幸いを歌って

いる。 

113 篇で、作者は主のあわれみを求め

ている。それは、人々のあざねりとさ

げすみに負けずに、しっかりと立って

いることが必要であったからである。 

114:2-5 では、もし神様が味方では

なかったら、、という仮定が述べられて

いて、6-8ではそうはならなかった感

謝が書かれている。 

あなたも考えたことはないだろうか？ 

神様が私たちと共におられる喜びを噛

み締めよう！どんな状況でもどんな所

でも神様はあなたと一緒にいて下さ

る！感謝しよう！！ 

2017/5/26(金) 

詩篇 125 篇 

今日の箇所では山という表現が２つの意味

で使われている。 

１つは「主に信頼する人々」で、ポイント

は「人」ではなく「人々」です。私達は集

まって神様を礼拝しお互いを祈りによって

強める事が出来ます。そして揺るがなく、

堅く立つ事が出来るからです。 

２つ目は主が囲み、守って下さるという意

味で、私達が主に信頼する事で、山々に囲

まれているような守りと愛の中にとこしえ

までもいる事が出来ます。 

今日神様に自分の生活を委ねて、自分をさ

さげる祈りをしよう！ 

2017/5/27(土) 

詩篇 126 篇 
ここでは「大いなることをなされた」神

様に賛美と感謝がささげられている。バ

ビロン捕囚からイスラエルの人たちが

自分の国へ帰ることがゆるされたんだ。

それは人に決してすることができない

ことで人々は本当に喜んで感謝してい

た。もちろん国に帰ってからも神殿をも

う一度建てたり、その反対にも合った

り、困難なことはたくさんあった。だけ

ど、人にできないことも可能とする神様

に信頼して立ち向かう人たちがいたん

だ。 

神様が君にしてくれた大いなることっ

て何かな？それを感謝しよう！ 

そして困難なことがあるなら、神様に信

頼して神様と一緒に立ち向かおう！ 

2017/5/28(日) 

ネヘミヤ記 1 章 
今日はネヘミヤがエルサレムに帰還する理

由と、ハナニたちの知らせを聞いた時の反応

と、ネヘミヤの悲痛な祈りが書いてありま

す。 

ネヘミヤのもとにユダから数人の者たちが

来て、仲介役はネヘミヤの親類のハナニが負

いました。ネヘミヤの質問に対する彼らの答

えにネヘミヤは愕然としました。ネヘミヤは

すぐにはそのことを受け止め切れず、その時

彼は座って泣き、数日間、断食しました。 

ネヘミヤの祈りは、自分も罪を犯した一員で

あり、神様にお祈りしました。またそれとと

もに、立ち返る者にくださるあわれみを、モ

ーセにくださった約束に基づいて、祈り求め

ました。 

私たちはネヘミヤのような思いで祈ること

はあるでしょうか？自分の祈りを点検して

みましょう！ 



 


